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第 1 章	 はじめに  
	 本章では、本研究の背景及び目的を述べ、最後に本論文の構成について説明する。 
 
1.1.	 研究の背景  
食事は、私たちの生活において不可欠な活動である。特に、誰かと共に食事をすることは、
栄養摂取といった生理的意義のみでなく、「同じ釜の飯を食う」という言葉にも見られるよ
うに、人との関係を維持し円滑にするといった社会的意義も大きい[1]。例えば、家庭では
食事の時間を通して、各々の体験したことを共有し家族の絆をより深めたり、両親が子供
の学校生活を把握したりするなどの役割を果たしている[2]。また、食事がある会話と食事
がない会話の印象の違いを調査した結果によれば、食事がある方が「魅力がある」や「明
るい」、「活発な」といった好印象が持たれていることが分かっている[3]。さらに、行動科
学的研究から、一人で食事をするよりも誰かと一緒に食事をした方がよりリラックスし、
深く味わうことができることも知られている[4]。 
しかし、近年では、個々の生活リズムの多様化や家族と離れて生活するなどといった時
間的また距離的な制約により、単独で食事をすることを余議なくされる状況も多くなった。
このような一人の食事は、「寂しい食事」という意味で孤食と呼ばれる。たとえば児童生徒
の朝孤食は健康に悪影響があること[5]、高齢者の孤食では摂取する食品群に偏りを生じる
こと[6]などが知られている。単独食事者への ICT を用いた支援として、テレビ会議システ
ムを応用した遠隔共食支援システムなども研究されているが[7][8]、遠隔地であっても同じ
時間に都合よく共食相手が見つかるとは限らない。 
このような状況に対する解決策として、単独食事者とともに食事を行う食事エージェン
トシステムが提案され、単独での食事に比べてゆとりをもった食事を行えることが確かめ
られている[9]。このエージェントの食事行動は人間同士の共食時の映像分析に基づいた一
定間隔のペースによるものだが、我々が日常で誰かと一緒に食事をする時には食べ始める
タイミングを合わせる行動がよく見 ら れ る [10][11]。さらに人は食事相手の行動にあわせ
て食べる傾向があり、食事の量が調整されるという研究もある[12][13][14]。このような行
動は、同調的な行動によって摂食も同期してくることが原因と考えられる[15]。しかし食事
者が意図的に食事中の振る舞いを変えた場合に、共食相手の食事行動に影響が及ぼされる
かどうかはこれまで確かめられていない。 
意図的に食事行動の頻度を変更することで共食相手の食事行動に影響を及ぼすことがで
き、なおかつそれと同様の効果を擬人化エージェントからも得ることができるならば、共
食エージェントを用いることで単にゆとりある食事をしてもらうだけでなく、食欲不振者
に食事を促したり、ダイエット中の食事者の食事量を抑制できることが考えられる。 
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1.2	 研究の目的  
	 本研究では人間同士の対面共食時にみられる食事ペースの同調を利用し、意図的に食事
行動の頻度を変更することによって共食相手の食事量を変化させられることを確かめる。	 	 	  
	 また、同様の効果が擬人化エージェントを用いた場合でも得られるかどうかについて検
証する。 
 
1.3.	 本論文の構成  
	 本論文は、本章を含め 5 つの章で構成されている。第 2 章では、本研究に関連する研究
として共食時のコミュニケーションを支援する研究および食事場面におけるインタフェー
スエージェントの研究について述べる。第 3 章では、人間同士の共食において食事行動の
頻度を意図的に変更する実験とその結果について述べ、第 4 章では第 3 章の実験の結果に
基いて行った人対エージェント間の共食において食事行動の頻度を意図的に変更する実験
とその結果について述べ述べる。そして、第 5 章で本研究をまとめると共に今後の課題に
ついて述べる。 
 
第 2 章	 関連研究  
	 本章では、本研究に関連する研究や事例を紹介する。 
 
2.1  共食コミュニケーション支援に関する研究  
現代では、日常生活のあらゆる場面において ICT (Information and Communication 
Technology) が応用されてきている。例えば、チェーン居酒屋のオーダリング端末や、大
型のタッチパネルディスプレイを食事のテーブルとして利用するレストランが登場してい
る[9]。また、大塚らの開発する Group FDT(Future Dining Table)は、食事者の食事状況を
認識し自動で適切な料理を推薦したり、会話状況の認識に基づき会話に参加していない人
に話題となるコンテンツをテーブルに表示する [16][17]。 
また、互いに離れて暮らしている場合でも共食を実現するシステムの開発も進められてい
る。アクセンチュア社が試作した Virtual Family Dinner[7]では、ユーザはテーブルに料理
を置いた時に表示されるコンタクトリストから食事をしながら会話したい人に連絡を取る
ことができ、互いに映像と音声を通して会話をしながら食事することができる。また、Wei
らは遠隔地間でより相手のプレゼンスを高め共食することを目指した CoDine を開発して
いる[18]。CoDine では、遠隔操作で相手の食器を移動可能な装置をテーブルに埋め込むこ
とで相手のために料理を取り分ける機能、また、テーブルクロスに描いたメッセージを相
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手のテーブルクロスに表示させる機能などが用意されている。 
	 また大塚らによる KIZUNA[19]では食事者の食事の進行状況と録画映像の再生スピード
を同調させている。KIZUNA では、カメラから取得した料理面積によって食事者の料理残
量を求め、録画映像中の相手の料理残量と比較する。もし食事者の方が映像よりも料理を
早く食べ進めていた場合、録画映像の再生スピードを速める。逆に食事者の方が映像より
も食事の進度が遅い場合は、録画映像の再生スピードを遅くする。このように、食事者の
食事進度と映像の食事進度を同調させることによって、映像の中の相手と共食を行なって
いる感覚が得られると考えられている。KIZUNA の利用風景を図 1 に示す。 
 
 
図 1	 KIZUNA 
 
  
2.2 食事場面におけるインタフェースエージェント  
食事場面におけるインタフェースエージェントとして、佐野らの食事コミュニケーション
活性化のためのエージェントがある[20]。この研究では、食事中のコミュニケーションを活
性化させるエージェントを提案し、設計方針を示している。 
塩原らの提案する共食インタフェースエージェント Surrogate Diner[21]では、遠隔地に
いる非食事者のパートナーの実映像の代わりに共食エージェントを表示することで、擬似
的な共食を実現している。エージェントは非食事者と同一の顔貌を持ち、食事行動を行う
ことで食事者に対して共食感を与えている。 
また、塩原らの提案する、ゆとりある食事のための食事エージェントシステム[9]では、
食事行動をとるエージェントとそうでないエージェントを前にして食事をする実験を行っ
た結果、食事エージェントによってユーザがよりゆったりと食事ができることが主観的お
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よび客観的データにより明らかになっている。また、エージェントと実際に一緒に食事を
している印象も与えることができることがわかっている。このことから、簡単な食事行動
をとるエージェントでもユーザの食事に影響を及ぼし、食事を通じた健康の増進などに有
効である可能性が示唆されている。ゆとりある食事のための食事エージェントシステムの
利用風景を図２に示す。 
 
 
図 2	 ゆとりある食事のための食事エージェントシステム 
 
2.3 視線や表情を模擬する CG モデル	 
	 Microsoft による Face Tracking SDK[22]や IMAGE METORICS による faceware [23]
のように、人物の表情や視線の動きを認識し CG 人物に反映することで，CG 人物に対して
より実際の人間に近い印象を与えることのできるシステムがある。 
	 これらに対して本研究でエージェントに用いた CG モデルは簡易なものであり，実際の
人間とエージェントの外見上の違いが食事やエージェントに対する印象に影響を与える可
能性があるが，CG による人物作成技術の進歩により、この点は将来解消あるいは変化する
と考えられる．したがって本研究ではこの点は扱わず、エージェントの食事行動以外の要
因を実験条件間で統制した。 
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第 3 章	 対面共食での食事行動頻度の変更  
	 本章では、人間同士による対面共食時における実験について述べる。 
	  
3.1 目的  
	 本実験では、共食相手の意図的な食事ペースの変更が共食相手の食事行動に影響を与え
られるか検証した。 
3.2 実験概要  
	 軽食を伴う会話中、実験者が意図的に頻度を変更しながら食事行動を行い、その様子を
ビデオカメラで撮影した。また、質問紙によって食事や会話への満足度を調査した。実験
は各 6 分間のセッション 4 回で構成され、食事のメニューはスナック菓子(おっとっと：森
永製菓)に統一した。 
	 参加者に会話相手が実験者であると意識させるのを避けるため、実験についての説明や
カメラの操作は第三者の実験補助者が行い、実験者も参加者同様に同意書や質問紙を記入
した。さらにテーブルには話題シート(図３)を設置し、話題に詰まった際は話題シートから
話題を選択した。 
	 質問紙は各セッション終了毎に記入し、記入を終えたら実験者はアラームとタイマーを
セットし、次のセッションを開始した。食事行動の頻度の変更は最初の実験準備セッショ
ンで参加者から取得した 6 分間の食事行動回数 n(回)をもとに以下の 3 水準を設定し、参加
者はすべての条件における共食会話を体験した。 
 
◆	 条件１	 同頻度条件：実験者は実験準備セッションで取得した参加者の食事行動と同じ
頻度で食事行動を行う。 
食事行動の間隔 N(s) = 360/(n+1) 
 
◆	 条件 2	 倍頻度条件：実験者は参加者の倍の頻度で食事行動を行う。 
食事行動の間隔 N(s) = 360/(2n+1) 
 
◆	 条件 3	 半頻度条件：実験者は参加者の半分の頻度で食事行動を行う。 
食事行動の間隔 N(s) = 360/(n/2+1) 
 
	 割る数を(実験準備セッションの食事行動回数+1)とするのは、実験時間を回数で割った時
間でアラームをセットすると、最後の 1 回がセッション終了と同時になってしまうため。
実験者は最後のアラームが鳴ったときには食事行動を行わなかった。 
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図 3	 話題シート 
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3.3	 実験手順 
1. 事前に食事・撮影の準備をする。 
2. 参加者が 7C204 の実験場所に着いたら、実験補助者が以下の「シナリオ」に基いて実
験指示を行い、退出する。 
3. 実験準備セッションを開始する 
4. 実験準備セッション終了後、参加者実験者ともに質問紙を記入する。 
5. 実験準備セッションの食事行動回数をもとに 3 つの条件における頻度を設定する。 
6. セッション 1〜3 を行う。各セッションの終了時には質問紙を記入する。 
7. 実験を終了する。 
 
＜実験準備セッション＞ 
	 実験準備セッションで実験者はまず、参加者の通常の食事行動の頻度を取得した。この
とき実験者は被験者の注意をお菓子に向けるため最初の一分間に一度だけ食事行動を行い、
その後は参加者の食事行動に同調した(参加者が食事行動をとった直後 5 秒以内のできるだ
け不自然でないタイミングに実験者も食事行動を行った)。 
	 実験者による最初の食事行動の 5 秒以内に参加者の食事行動が行われた場合は、そこに
さらに実験者が同調を行った場合不自然なタイミングになるため、被験者が実験者に同調
したとみなし、実験者はその食事行動に対するさらなる同調を行わなかった。 
	 6 分間で行われた参加者の食事行動の回数を n とし、各条件での食事行動の間隔 N(秒)を
設定した。参加者の食事行動回数が 0 回(n=0)だった場合には、実験者の食事行動回数が半
頻度と倍頻度でともに 6 分間で 0 回の同一になってしまい同頻度と半頻度の違いを検証す
ることができなくなるため、1 回だった場合と同様の頻度(同頻度=6 分間で 1 回、倍頻度=6
分間で 2 回、半頻度=6 分間で 0 回)として頻度の設定を行った。 
 
＜セッション 1〜3＞ 
	 実験準備セッションで取得した頻度をもとに、同頻度・倍頻度・半頻度の 3 条件につい
て実験を行った。それぞれの条件にしたがった間隔でアラームをセットし、実験者はアラ
ームのタイミングを目安に会話の自然な切れ目で食事行動を行った。 
	 アラームは実験者が片耳に装着したイヤホンから流れ、音量は被験者に聞こえない程度
のごく小さい音量とした。実験補助者は参加者がアンケートを書いている間にお菓子の皿
を回収し、初期量 20g になるよう減少分を補充した。 
 
3.4	 実験指示  
	 被験者が会話相手が実験者であることを意識しないようにするため、実験の指示は以下
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のシナリオにもとづき、実験補助者が行った。 
 
・参加者と実験者を実験場所の椅子に座らせる。 
 
「机の上に同意書と質問紙用紙があるので、ご確認ください」 
「同意書をよく読んで頂き、問題ないようでしたらサインをお願いします」 
 
・同意書に記入するのを待つ。 
 
「サインいただけましたら、まず１枚めの『実験前質問紙』にご協力ください」 
 
・実験前質問紙に記入するのを待つ。記入が終わったら、 
 
「これから 6 分間のセッションを 4 回続けて行っていただきます」 
「セッション中はお菓子を食べながらご自由に会話してください」 
「スムーズな会話のために机の上に話題シートを置かせていただきましたが、必ずしもこ
の話題にしたがって会話していただく必要はありません。話題にこまったらご活用くださ
い」 
「6 分間のセッションが終わったら、PC 側の方のイヤホンにアラームが流れます。アラー
ムが流れたら、一度会話を止めて質問紙を記入してください」 
「質問紙はセッションが終わるごとにページをめくり、上のページから順番に記入してい
ってください」 
「ふたりとも質問紙を書き終わったら、PC 側の方は PC を操作してタイマーを開始し、次
のセッションを開始してください」 
「4 回のセッションを行い全ての質問紙に記入していただいたら、実験は終了です。実験者
は室内に待機しておりますので、『終わりました』と声をかけてください」 
「それでは PC 側の方はイヤホンを装着してください」 
「これから先の指示は音声と PC の画面によって伝えられますので、PC 側の方は指示にし
たがって操作を行い、実験を進行してください」 
「イヤホンからはときどき、ごく小さな音しか流れませんので、会話に支障はありません」 
「PC が無い側の方は、なるべく PC の画面を見ないようにお願いします」 
「それでは録画を開始します」 
 
・カメラ２台の録画ボタンを押し、録画モードにする。 
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3.5 参加者  
	 実験者と面識のない大学生または大学院生 12 名(うち男性 7 名女性 5 名)に対して実験を
行った。それぞれの参加者は「同頻度」、「倍頻度」、「半頻度」の 3 水準を体験した。どの
順番で行うかについてはカウンターバランスを取り、参加者ひとり毎に条件の順序を入れ
替えて実験を行った。参加者と実験条件の組み合わせを表１に示す。 
	 実験開始前、事前調査用紙に主観的な空腹度を記入してもらい、極端に空腹・極端に満
腹な参加者(空腹度に関する 9 段階の質問に対し、「1」ないし「9」と答えた参加者)はデー
タ収集の対象から除外した。実際の事前調査用紙を図 4 に示す。 
 
  表 1	 実験条件の実施順序 
   
 	
 	 	 	
 	
 	 	 	
 	
 	 	 	
 	
 	 	 	
 	
 	 	 	
 	
 	 	 	
 	
 	 	 	
 	
 	 	 	
 	
 	 	 	
 	
 	 	 	
 	
 	 	 	
 	
 	 	 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事前調査用紙	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	    	  	 	 	 	 	 	 No.1 
                                     	 	 	 	 	   
	  
1. 最後に食事を摂った時間を記入してください。 
 
適当だと思うところに○をつけてください． 
 
2. 現在は空腹である 
1------------2 ------------ 3------------ 4 ------------ 5 ------------ 6 ------------ 7 ------------ 8 ------------9 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 4	 事前調査用紙 
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3.6 実験環境  
	 研究室内のテーブルを用いて行った。参加者と実験者の距離は、社会的関係の距離とさ
れている近接相 120~210 ㎝の範囲内とした[24]。 
	 参加者と実験者の前にはそれぞれプラスチック製の小皿に紙ナプキンを敷いた上に盛ら
れたお菓子(おっとっとの小袋 2 パック分計 20g)と、質問紙用紙、話題シートおよび記入用
のペンを設置した。 
	 参加者の傍らには PC を設置し、設定した間隔で実験者が片耳に装着したイヤホンにアラ
ームを流した。 
	 セッション終了のアラームは参加者にも聴こえるようにするために、PC とは別にタイマ
ーを設置した。 
	 撮影は実験者、参加者の顔が映るように設置した 1 台と、別方向から撮影する予備の 1
台の計 2 台のビデオカメラで行った。実際の実験の風景を図 5 に示す。 
 
 
図 5	 実験環境 
 
3.7	 データ取得  
3.7.1	 食事行動回数  
	 皿からお菓子ひとつが減るたびに食事行動回数として、実験中参加者から見えないよう
テーブルの下でカウントを行った。 
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3.7.2	 質問紙  
実験条件間における食事の満足度、会話の質についての違いを明らかにするため参加者
に対して、質問紙調査を実施した。 
会話の質について問う質問としては、会話の満足度を問うための質問と会話の参与役割を
問う質問を行った。会話の満足度を問う質問項目には、木村らのラポール測定項目を改訂
した 4 項目を使用した[25]。また、会話の参与役割を問う質問項目には、藤本の研究から能
動的参与を問うためのものと受動的参与を問うためのものを 1 項目ずつ、計 2 項目を使用
した[26]。また、食事の満足度については、食事の満足度を問う質問項目に食事の満足度に
与える要因を検討した岡本の研究[27]と、食事の美味しさと咀嚼の関係を検討した山下の研
究[28]を参考にして 4 項目設定した。そして、相手と共食している様に感じるかを問うため
の質問項目として 1 項目、さらに、相手の様子が食事や会話の印象に与える影響を知るた
めの質問項目を 2 項目設定した。 
これらの項目について、9 段階評価で食事者側の参加者から回答を得た。実際の質問項目
について次に示す。また、使用した実際の質問紙用紙を図 6 に示す。 
 
l 食事の満足度  
o 食事は美味しかった（満足度） 
o 味わって食事をすることができた（満足度） 
o 良く噛んで食事をすることができた（満足度） 
o ゆっくりと食事をすることができた（満足度） 
 
l 会話の質  
o 会話を楽しむことができた（満足度） 
o 協力的に会話は進んだ（満足度） 
o 会話はしやすかった（満足度） 
o 相互に興味をもって会話できた（満足度） 
o 沈黙を作らないようにした（参与役割：能動的参与） 
o 相手の話を聞くようにした（参与役割：受動的参与） 
 
l 相手の様子が食事・会話に与える影響  
o 相手の様子が気になった 
o 相手のふるまいは自然だった 
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設問に対してどれくらいそう思うか、9 段階からもっとも当てはまる数字に◯をつけて下さ
い。                                     	 	 	 	 	   
 
1------------2 ------------ 3------------ 4 ------------ 5 ------------ 6 ------------ 7 ------------ 8 ------------9 
 
 
１：お菓子は美味しかった 
1------------2 ------------ 3------------ 4 ------------ 5 ------------ 6 ------------ 7 ------------ 8 ------------9 
２：味わって食べることができた 
1------------2 ------------ 3------------ 4 ------------ 5 ------------ 6 ------------ 7 ------------ 8 ------------9 
３：よく噛んで食べることができた 
1------------2 ------------ 3------------ 4 ------------ 5 ------------ 6 ------------ 7 ------------ 8 ------------9 
４：ゆっくりと食べることができた 
1------------2 ------------ 3------------ 4 ------------ 5 ------------ 6 ------------ 7 ------------ 8 ------------9 
５：会話を楽しむことができた 
1------------2 ------------ 3------------ 4 ------------ 5 ------------ 6 ------------ 7 ------------ 8 ------------9 
６：会話は協力的に進んだ 
1------------2 ------------ 3------------ 4 ------------ 5 ------------ 6 ------------ 7 ------------ 8 ------------9 
７：会話はしやすかった 
1------------2 ------------ 3------------ 4 ------------ 5 ------------ 6 ------------ 7 ------------ 8 ------------9 
８：相互に興味をもって会話できた 
1------------2 ------------ 3------------ 4 ------------ 5 ------------ 6 ------------ 7 ------------ 8 ------------9 
９：沈黙をつくらないようにした 
1------------2 ------------ 3------------ 4 ------------ 5 ------------ 6 ------------ 7 ------------ 8 ------------9 
１０：相手の話を聞くようにした 
1------------2 ------------ 3------------ 4 ------------ 5 ------------ 6 ------------ 7 ------------ 8 ------------9 
１１：相手の様子が気になった 
1------------2 ------------ 3------------ 4 ------------ 5 ------------ 6 ------------ 7 ------------ 8 ------------9 
１２：相手のふるまいは自然だった 
1------------2 ------------ 3------------ 4 ------------ 5 ------------ 6 ------------ 7 ------------ 8 ------------9 
 
 
 
 
図 6	 質問紙 
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3.8	 結果  
3.8.1	 食事行動回数の変化  
	 同頻度で 2.6 回、倍頻度で 5.2 回、半頻度で 2.0 回の食事行動がみられた。 
	 対象とするデータが正規分布に従わないためノンパラメトリック法の Steel-Dwass 法を
用いて 3 条件の多重比較を行った結果、倍頻度と半頻度の比較において、半頻度に比べ倍
頻度では参加者の食事行動回数が多くなる傾向があることがわかった(p=0.08199568)。 
 
 
図 7	 食事行動回数(回) (N=12) 
 
 
3.8.2	 質問紙調査の結果  
	 質問紙調査の項目と結果を表２に示す。 
	 対象とするデータが正規分布に従わないため、Steel-Dwass 法を用いて多重比較を行った
ところ、半頻度に比べ倍頻度では、参加者はよりお菓子を美味しく感じているということ
がわかった(p=0.04012068)。 
	 半頻度では 12 名中 5 名が一度も食事行動を行わず、お菓子の美味しさを問う項目につい
て「どちらとも言えない」(9 段階における 5 点の回答)を選んだため、参加者の食事行動回
数が多かった倍頻度に比べて平均値が低くなったことが考えられる。 
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表２	 質問紙調査の結果(9 段階) (N=12) 
 
  同頻度 倍頻度 半頻度 
実験者摂食回数 2.6 5.3 0.9 
お菓子は美味しかった 6.4 7.1 5.6 
味わって食べることができた 5.8 5.7 5.2 
よく噛んで食べることができた 5.6 5.6 4.9 
ゆっくりと食べることができた 5.3 4.9 4.9 
会話を楽しむことができた 7.8 7.3 7.9 
会話は協力的に進んだ 8.2 7.7 7.9 
会話はしやすかった 7.8 7.3 7.8 
相互に興味をもって会話できた 7.7 7.9 8.2 
沈黙をつくらないようにした 6.5 6.8 7.0 
相手の話を聞くようにした 7.2 7.3 7.9 
相手の様子が気になった 5.3 4.7 4.9 
相手のふるまいは自然だった 6.8 7.1 7.3 
 
 
図 8	 質問項目「お菓子は美味しかった」(9 段階, N=12) 
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第 4 章	 擬人化エージェントを用いた食事行動頻度の
変更  
本章では、食事者と対面する擬人化エージェントの食事行動頻度を変更する実験につい
て述べる。 
 
4.1 目的  
	 対面共食時の実験から、人間同士の対面共食では意図的に食事行動頻度を変更すること
によって、共食相手の食事行動頻度に及ぼせる傾向があることがわかった。その結果を踏
まえ、実験者の代わりに食事行動の頻度が異なる擬人化エージェントと対面しながら食事
行動を行うとき、参加者の食事行動や食事・会話に関する満足度が影響を受けるかどうか
を調べた。 
 
4.2 実験概要  
	 本実験では、実際の会話相手の代わりに食事行動をとる擬人化エージェントと対面して
食事しながらの会話を行ってもらい、食事行動のペースを変える 3 水準を同じ参加者に体
験してもらった。会話相手は遠隔地におり、参加者の実映像を見ながら会話を行った。実
験の様子は撮影し、質問紙調査を行った。 
	 テーブルには話題シート(図３)を設置し、各セッションでは話題シートの中から話題ひと
つを選んで会話してもらった。前のセッションと同じテーマを選ぶことも可とした。 
	 食事のメニューはスナック菓子(おっとっと：森永製菓)に統一した。 
	 実験は各 6 分間のセッション 7 回で構成され、最初のセッションでは参加者 2 名それぞ
れの通常の食事行動の頻度を取得した。 
	 その後、それぞれの参加者にパートナーの実映像の代わりに擬人化エージェントを提示
する以下の 3 条件をそれぞれ体験してもらった。 
 
◆	 条件１	 同頻度条件：エージェントは実験準備セッションで取得した参加者の食事行動
と同じ頻度で食事行動を行う。 
エージェントの食事行動の間隔 N(s) = 360/(n+1) 
 
◆	 条件 2	 倍頻度条件：エージェントは参加者の倍の頻度で食事行動を行う。 
エージェントの食事行動の間隔 N(s) = 360/(2n+1) 
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◆	 条件 3	 半頻度条件：エージェントは参加者の半分の頻度で食事行動を行う。 
エージェントの食事行動の間隔 N(s) = 360/(n/2+1) 
 
	 割る数を(実験準備セッションの食事行動回数+1)とするのは、実験時間を回数で割った頻
度でエージェントが食事行動を行うと、最後の 1 回がセッション終了と同時になってしま
うため。 
 
4.3	 実験手順 
1. 事前に食事・撮影の準備をする。 
2. 参加者が 7C204 の実験場所に着いたら 2 地点に分かれて食事をしながらの会話を行っ
てもらうこと、6 分間セッションを 7 回にわけて行うこと、実験の様子を撮影すること、
セッション終了毎に質問紙に記入してもらうことを説明する。 
3. 同意書と事前調査用紙に記入してもらう。 
4. 実験準備セッションを開始する。 
5. 実験準備セッション終了後、参加者二人とも質問紙を記入する。 
6. 参加者が質問紙に記入している間、実験者は映像から参加者の食事行動回数を取得する。 
7. 実験準備セッションの食事行動回数をもとに 3 つの条件におけるエージェントの食事
行動頻度を設定する。 
8. セッション 1〜3 を行う。各セッションの終了時にエージェントと対面した参加者は質
問紙を記入する。 
9. エージェントと対面する参加者を交代し、セッション 2〜6 を行う。各セッションの終
了時にエージェントと対面した参加者は質問紙を記入する。 
10. 実験を終了する。 
 
＜実験準備セッション＞ 
	 実験準備セッションではまず、二人の参加者にそれぞれ相手の実映像を見ながら食事と
会話を行ってもらい、その録画映像をもとに参加者の通常の食事行動の頻度を取得した。 
	 6 分間で行われた参加者の食事行動の回数を n とし、各条件での食事行動の間隔 N(秒)を
設定した。参加者の食事行動回数が 0 回(n=0)だった場合には、実験者の食事行動回数が半
頻度と倍頻度でともに 6 分間で 0 回の同一になってしまうため、1 回だった場合と同様の頻
度(同頻度=6 分間で 1 回、倍頻度=6 分間で 2 回、半頻度=6 分間で 0 回)として頻度の設定
を行った。 
 
＜セッション 1〜6＞ 
	 実験準備セッションで取得した食事行動回数 n をもとに、以下の 3 条件について実験を
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行った。 
	 3 セッションめの終了後に席替えを行い、エージェントが表示される側の参加者を交代し
た。実験者は参加者がアンケートを書いている間にお菓子の皿を回収し、初期量 20g にな
るよう減少分を補充した。 
 
4.4 擬人化エージェント  
	 実験には井上らのゆとりある食事のための食事エージェントシステム[9]と同一の擬人化
エージェントシステムを用いた。しかし本研究では男性の会話相手の代わりとして擬人化
エージェントが提示される場合があるので、新たに男性の擬人化エージェントを作成した。
モデルデータはインターネット上で入手可能な、無償利用が許可されている一般的な容姿
を持つ男性モデルを使用した[29]。 
	 このエージェントはスクリプトによって予め設定したサイクルに基いて、一定間隔で食
事行動を行う。 
 
 
   
図 9	 擬人化エージェントの外見(左：女性エージェント	  
右：新たに作成した男性エージェント) 
 
     
図 10	 女性エージェントの食事行動 
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図 11	 男性エージェントの食事行動 
 
 
 
図 12	 エージェントの使用風景 
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4.5	 参加者 
	 互いに面識のない大学生・大学院生のペア 6 組 12 名(うち男性 5 名女性 7 名)が実験に参
加した。 
	 3 条件の実験を行う際に、どの順番で行うかについてはカウンターバランスを取り、参加
者ひとり毎に実験条件の実施順序を入れ替えて実験を行った。実験順序を表 3 に示す。 
実験開始直前、事前調査用紙(図 4)に主観的な空腹度を記入してもらい、極端に空腹・極端
に満腹な参加者(空腹度に関する 9 段階の質問に対し、「1」ないし「9」と答えた参加者)は
データ収集の対象から除外した。 
 
表 3	 実験条件の実施順序 
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4.6 実験環境  
実験は遠隔環境で実施するため、参加者同士が互いに姿も声も確認できない離れた 2 地
点とし、ドアで隔てられた教室の内側と外側で行った。参加者の前にはプラスチック製の
小皿に紙ナプキンを敷いた上に盛られたお菓子一皿(おっとっとの小袋 2 パック分計 20g)と
話題シートが置かれ、セッションが終わるごとにお菓子の減少分を補充した。 
食事頻度の取得時と、エージェントが表示されていない側の参加者に提示される映像は
参加者の正面に設置した USB カメラで取得した。USB カメラの解像度は 640×480pixel
とし、取得した映像をノート PC でフルスクリーン表示し相手側のディスプレイにミラーリ
ング表示した。また、参加者が装着したピンマイクにより取得した音声はディスプレイに
付随したスピーカーから再生した。 
	 参加者の行動を撮影するために、各地点にディスプレイの映像と参加者の行動が併せて
写るようカメラを設置した。実験用システムの構成図を図 13 に、実際の実験の風景を図
14,15 に示す。 
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図 13	 実験用システム構成図 
 
 
 
図 14	 実験準備セッションの実験風景 
 
 
図 15	 セッション 1〜6 の実験風景 
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4.7 データ取得  
4.7.1	 食事行動回数  
	 皿からお菓子ひとつが減るたびに食事行動回数として、実験中の録画映像からエージェ
ントと対面している参加者の食事行動回数を計測した。 
	 	  
4.7.2	 質問紙  
	 3.7.2 節で示したものと同一の質問紙を用いて質問紙調査を行った。 
	 各セッション終了時に、実験準備セッション後では両側の参加者に、セッション 1〜6 で
はエージェントと対面した側の参加者に質問紙に記入してもらった。 
 
4.8	 結果  
4.8.1	 食事行動回数の変化  
	 各条件での食事行動回数の平均を表 4 に示す。 
	 対象とするデータが正規分布に従わないためノンパラメトリック法の Steel-Dwass 法を
用いて 3 条件の多重比較を行ったが、結果に有意な差は見られなかった。 
 
表 4	 食事行動回数の変化(N=12) 
 
 
4.8.2	 質問紙調査の結果  
	 続いて質問紙調査の結果を表 5 に示す。 
	 対象とするデータが正規分布に従わないため Steel-Dwass 法を用いて 3 条件の多重比較
を行ったが、質問紙調査の結果にも有意な差は見られなかった。 
	 食事行動、質問紙でともに有意な差がみられなかったことには、共食相手の姿が擬人化
エージェントであることと、人間の会話相手が遠隔地におりマイク越しに会話しているこ
との二つの要素が影響していることが考えられる。 
 
 
 
 
 
27 
 
 
表 5	 質問紙調査の結果(N=12) 
  
+
=1,53 %% $' $"
I57?H09-8.3 %$ $# #'
E/	K8?H09-8.3 $% $# #$
D5/G9?H09-8.3 $& $& #%
J1A09-8.3 %$ %( &'
=;K4 & %& &'
=1C2,53 %' %% %%
;JB578.3 %& %( & 
J6/F:)E*;13 &" &! &
<J/E*;13 &" %& &"
<
-;:53 $ $! $"
<>H@)=453 ## $! $!  
 
第 5 章	 まとめ  
	 本章では、本研究をまとめ、今後の課題について述べる。 
 
5.1	 本研究のまとめ  
	 本研究では意図的に食事行動の頻度を変えることによって共食相手の食事行動を同方向
に変化させることができ、またその効果を擬人化エージェントからも得ることができるの
ではないかという仮定のもと、実験を行った。 
	 そこでまず、人間の食事相手の食事行動の仕方がユーザの食事行動に影響を与えるかど
うかを調べるために対面共食において一方の食事行動の頻度を変化させた。食事相手の食
事行動の頻度をユーザの半分、同等、二倍の三条件としたところ、ユーザの食事行動が同
方向に影響を受けることがわかった。 
	 次に食事行動の頻度がユーザの半分、同等、二倍の三条件となる擬人化エージェントを
開発し、遠隔地にいる会話相手の実映像の代わりに表示することによって同様に実験を行
ったが、共食相手の映像がエージェントである場合には、対面共食でみられたものと同様
の変化はみられなかった。 
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 以上の結果より、食事行動の仕方を意図的に変更することで共食相手の食事行動に影響
を与えられることがわかったが、その効果を食事行動を擬人化エージェントから得るため
には課題があることも明らかになった。 
5.2.	 今後の課題  
	 エージェントを用いた実験で食事量に差がみられなかったことには、共食相手の姿が擬
人化エージェントであることと、人間の会話相手が遠隔地におりマイク越しに会話してい
ることの二つの要素が影響していることが考えられる。 
	 今後はそれぞれどちらの要因が結果に影響を与えているのか、要素を細分化して検討・
実験を行うことが必要だと考えられる。 
	 そこでまず、実映像を用いた遠隔共食時に意図的な食事行動頻度の変更をすることで、
共食相手の食事量に影響を与えられるかどうかの調査を行えば、遠隔会話という条件が結
果に影響を与えているかどうかが明らかになる。 
	 実映像による遠隔共食でも対面共食と同様の傾向が見られた場合、なぜエージェントで
は同じ効果が見られないのか、エージェントと人間の実映像との違いに着目して原因を明
らかにしていく必要がある。 
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